
 2025（令和 7）年 9 月号 No.240  

 

 

 

 

 

 

爽 秋 の 候 、皆 様 に お か れ ま し て は 、ま す ま す ご 清 栄 の こ と

と お 喜 び 申 し 上 げ ま す 。  

こ の 夏 は ど の よ う に 過 ご さ れ た で し ょ う か 。 そ れ に し て

も 暑 か っ た で す ね（ ま だ ま だ 暑 い で す が (^^;)）。私 は  1 日

お 休 み を い た だ い て 比 叡 山 延 暦 寺 に 行 き ま し た 。 延 暦 寺 は

天 台 宗 の 総 本 山 で す 。私 は 天 台 宗 で は な い の で す が 、い わ ゆ

る パ ワ ー ス ポ ッ ト に 行 っ て 、 昨 年 か ら 仕 事 に 追 わ れ て い た

気 持 ち を リ セ ッ ト 、 心 の 洗 浄 （ ？ ） を し よ う と 思 い ま し た

(^^;)。 さ す が 平 安 時 代 か ら 修 行 の 場 で す 。 気 温 も 雰 囲 気 も 全 く 違 い ま し た 。 観 光 客 も い ま し

た が 、静 寂 を 感 じ ま す 。昔 の 人 は 、な ん で 比 叡 山 が 修 行 の 場 と 分 か っ た の で し ょ う ね 。法 然（ 浄

土 宗 ）、親 鸞（ 浄 土 真 宗 ）、栄 西（ 臨 済 宗 ）、道 元（ 曹 洞 宗 ）、日 蓮 (日 蓮 宗 )な ど の 僧 が 延 暦

寺 で 修 行 し て い ま す 。延 暦 寺 で 修 業 し て 、そ れ ぞ れ 悟 り を 開 い て 布 教 に 出 立 し た よ う で す 。比

叡 山 は 、 日 本 の 仏 教 の 基 礎 で す ね 。  

お 参 り し て 心 の 洗 浄 を し た は ず で す が 、新 聞 で『 大 卒 初 任 給 40 万 円 超 』の 記 事 を 見 ま し た 。

「 そ ん な に も ら え る の ？ 」 で す 。 私 の と き は 、 大 卒 の 初 任 給 は 20 万 円 で し た 。 「 サ ラ リ ー マ

ン は 恵 ま れ て い る な ぁ 」 （ 全 然 洗 浄 で き て い な い …

(^^;)） 。 と 、 思 う と 同 時 に そ れ だ け の 仕 事 が で き る

の か ？ 今 ま で 働 い て い る 人 の 給 料 は ど う な る の か 、と

疑 問 が 湧 き ま し た 。給 与 体 系 は ど う な っ て い る の で し

ょ う 。ち ょ っ と 調 べ て み ま し た 。ち な み に 初 任 給 上 位

5 位 は 次 の 記 事 の 表 の と お り で す 。  

で は 、事 務 所 だ よ り 9 月 号 を お 送 り

し ま す 。皆 様 、夏 の 疲 れ が 出 な い よ う 、

お 気 を 付 け く だ さ い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ☆  お 知 ら せ （ 2025 年 9 月 の 税 務 ）  

 

期   限  項   目  

9 月 10 日  
 

8 月 分 源 泉 所 得 税 ・ 住 民 税 の 特 別 徴 収 税 額 の 納 付  

9 月 30 日  
 

7 月 決 算 法 人 の 確 定 申 告  

＜ 法 人 税 ・ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ・ 法 人 事 業 税 ・ (法 人 事 業 所 税 )・ 法 人 住 民 税 ＞  

 

1 月 、 4 月 、 7 月 、 10 月 決 算 法 人 の 3 月 毎 の 期 間 短 縮 に 係 る 確 定 申 告  

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

 

法 人 ・ 個 人 事 業 者 の 1 月 ご と の 期 間 短 縮 に 係 る 確 定 申 告  

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

 

1 月 決 算 法 人 の 中 間 申 告  

＜ 法 人 税 ・ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ・ 法 人 事 業 税 ・ 法 人 住 民 税 ＞ (半 期 分 ) 

 

消 費 税 の 年 税 額 が 400 万 円 超 の 1 月 、 4 月 、 10 月 決 算 法 人 の 3 月 毎 の 中 間 申 告  

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

 

消 費 税 の 年 税 額 が 4,800 万 円 超 の 6 月 、7 月 決 算 法 人 を 除 く 法 人・個 人 事 業 者 の

1 月 毎 の 中 間 申 告 (5 月 決 算 法 人 は 2 ヶ 月 分 ) 

＜ 消 費 税 ・ 地 方 消 費 税 ＞  

 

 ☆  初 任 給 ア ッ プ の 影 響   

 

2025 年 に 入 り 、 大 企 業 が

続 々 と 初 任 給 の 引 き 上 げ を 発

表 し て い ま す 。 40 万 円 台 を 設

定 し た 企 業 も あ り ま す 。  

少 子 化 に よ る 人 手 不 足 、 人

材 の 流 動 性 の 高 ま り 、 物 価 上

昇 な ど に よ り 、 高 い 初 任 給 を

提 示 す る こ と で 人 材 獲 得 競 争

に 勝 つ と い う 企 業 の 戦 略 と い え ま す 。  

初 任 給 を 上 げ る と 既 存 社 員 よ り 新 入 社 員 の 方 が 給 料 が 多 く な る 、と い う 逆 転 現 象 は 生 じ な い

の で し ょ う か ？ は い 、生 じ ま す 。し か し 、既 存 社 員 の 給 料 を 上 げ な い と い け な い 、と い う 決 ま

り は あ り ま せ ん 。 既 存 社 員 の 給 料 を 上 げ る か ど う か は 、 会 社 の 任 意 で す 。  

と は い え 、既 存 社 員 の 給 料 を 上 げ な い と ど う な る か ？ 当 然 、既 存 社 員 は や る 気 を 失 い ま す し 、

離 職 す る 社 員 も 出 て く る と 思 い ま す 。 こ れ は 、 会 社 に と っ て 大 き な デ メ リ ッ ト で す 。  

で は 、既 存 社 員 の こ と を 考 え る と ど う な る か 。既 存 社 員 の 給 料 を 増 や す よ う 給 与 体 系 を 変 更

し た り 、福 利 厚 生 を 充 実 さ せ た り す る こ と に な り ま す 。こ れ に よ り 、既 存 社 員 の や る 気 の 維 持

や 離 職 を 防 ぐ こ と は で き る か も し れ ま せ ん が 、会 社 の 負 担 は 大 幅 に 増 え ま す 。給 料 を 上 げ る と

社 会 保 険 料 も 増 え ま す 。福 利 厚 生 を 充 実 さ せ る と 食 事 補 助 や 保 養 所 、レ ク レ ー シ ョ ン 施 設 な ど

に か か る 費 用 が 増 え ま す 。  

給 料 に 関 係 す る 費 用 は 、 い わ ゆ る 固 定 費 で す 。 固 定 費 を ま か な う に は 、 売 上 総 利 益 （ 粗 利 ）

順

位  
社     名  

大 卒 総 合 職  

初 任 給 (円 ) 
業    種  

1 サ イ バ ー エ ー ジ ェ ン ト  420 ,000  メ デ ィ ア・映 像・音 楽  

2  日 本 Ｍ ＆ Ａ セ ン タ ー  402 ,750  コ ン サ ル テ ィ ン グ  

3  
日 本 テ キ サ ス・イ ン ス ツ

ル メ ン ツ  
390 ,870  電 子 部 品 ・ 機 器  

4  
セ プ テ ー ニ・ホ ー ル デ ィ

ン グ ス  
365 ,000  広 告  

5  電 通  355 ,925  広 告  

※  各 種 手 当 が 含 ま れ て い る 場 合 が あ り ま す  

出 所 『 就 職 四 季 報 』 （ 東 洋 経 済 新 報 社 ）  

⻄⽥成希税理⼠事務所
〒 659 -0053  

芦屋市松浜町 6 - 14 -2  

Te l： 090 - 7490 - 7396  

Fax： 0797 - 78 -6488  
 

 

根 本 中 堂 は 修 理 中 で し た  横 川 中 堂  

東 堂  
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を 増 や す し か あ り ま せ ん 。売 上 総 利 益 は『 売 上 － 変 動 費（ 売 上 原 価 ）』で 計 算 さ れ ま す 。売 上

総 利 益 を 増 や す に は 、 『 売 上 を 増 や す 』 か 『 変 動 費 』 を 減 ら す し か あ り ま せ ん 。  

し か し 、中 小 企 業 で は 、現 実 と し て 、売 上 を 増 や そ う と 得 意 先 に 単 価 ア ッ プ を 要 求 す る と 取

引 が な く な る か も し れ な い 。変 動 費 は 、仕 入 先 か ら 逆 に 単 価 ア ッ プ を 要 求 さ れ て い る 。そ ん な

中 、 初 任 給 ア ッ プ す る だ け の 体 力 の あ る 中 小 企 業 が ど れ く ら い あ る の で し ょ う か 。  

そ う で な く て も 、こ こ 数 年 の 最 低 賃 金 の 上 昇 で 企 業 体 力 が 削 ら れ て い ま す 。そ し て 、さ ら に

今 年 も 最 低 賃 金 ア ッ プ で す 。 は た し て 中 小 企 業 が い つ ま で も つ の か … 。  

中 小 企 業 庁 の 発 表 に よ る と 、中 小 企 業 の 従 業 員 数 は 3,300 万 人 で す 。大 企 業 が 1,430 万 人 と

な っ て い ま す 。中 小 企 業 で 生 活 の 糧 を 得 て い る 人 の 方 が 多 い の に 中 小 企 業 を 支 え る 政 策 が な い

よ う に 思 い ま す 。 世 の 中 の 不 満 の 一 つ で は な い で し ょ う か 。  

 

 

 ☆  パ ー キ ン グ ・ チ ケ ッ ト の 料 金 は ？   

 

◆  パ ー キ ン グ ・ チ ケ ッ ト は 『 警 察 手 数 料 』  

 イ ン ボ イ ス 制 度 が 導 入 さ れ 、し ば ら く 経 っ た 頃 、『 パ ー キ ン グ・チ ケ ッ ト は 、イ ン ボ イ ス が

出 な い 』と 話 題 に な り ま し た 。道 路 な ど の 指 定 駐 車 枠 内 に 車 両 を 停 め 、発 給 設 備 に 硬 貨 を 入 れ

て 、チ ケ ッ ト を 受 け 取 っ て い る の で 、て っ き り『 駐 車 料 金 を 支 払 っ て い る 』と 思 っ て い た 人 が

多 い の で は な い し ょ う か 。警 視 庁 の Ｈ Ｐ に よ る と『 警 察 手 数 料（ 行 政 手 数 料 ）な の で 消 費 税 は

非 課 税 』 と な っ て い ま す 。  

 

◆  消 費 税 が 非 課 税 と な る 行 政 手 数 料 と は ？  

 消 費 税 が 非 課 税 と さ れ る 行 政 手 数 料 と は 、法 令 に 基 づ き 、国 や 地 方 公 共 団 体 な ど が 徴 収 す る 、

登 記 、登 録 、特 許 、免 許 、許 可 、検 査 、検 定 、試 験 、証 明 、公 文 書 の 交 付 な ど の 手 数 料 を 言 い

ま す 。  

 こ の よ う な 手 数 料 は 、支 払 側 に 選 択 の 余 地 が な く 、税 金 に よ っ て ま か な わ れ る べ き 行 政 サ ー

ビ ス の 費 用 分 担 の 性 格 を 有 す る た め 、 消 費 税 を 課 さ な い こ と と さ れ て い ま す 。  

 

◆  道 路 法 ・ 道 交 法 の ル ー ル と 消 費 税  

 道 路 に 関 し て は 、道 路 の 整 備・管 理 に 関 す る 法 律 で あ る『 道 路 法 』と 、道 路 を 利 用 す る 際 の

行 動・ル ー ル を 定 め た 法 律 で あ る『 道 路 交 通 法（ 道 交 法 ）』の 規 制 が あ り ま す 。前 者 は 国 交 省 、

後 者 は 警 察 庁 の 所 轄 で す 。  

 道 交 法 の い う『 道 路 』と は『 一 般 交 通 の 用 に 供 す る 道 』で す か ら 、交 通 を 妨 害 す る よ う な 方

法 で 物 を み だ り に 置 く 等 は 許 さ れ て い ま せ ん 。本 来 の 用 途 に 即 さ な い 使 用 を す る と き は 、『 道

路 使 用 許 可 』が 必 要 と さ れ ま す 。道 路 工 事 、工 作 物 の 設 置 、屋 台 の 出 店 、道 路 を 利 用 し た イ ベ

ン ト 行 事 な ど を 実 施 し た い と き は 、道 路 許 可 の 申 請 を 行 い ま す 。こ の 時 の 警 察 に 支 払 う 手 数 料

は 非 課 税 と な る『 行 政 手 数 料 』で す 。ま た 、道 路 を 占 有 す る と き は 、道 路 法 に よ り 道 路 管 理 者

に 『 道 路 占 有 料 』 を 支 払 い ま す 。 こ ち ら は 、 『 土 地 の 貸 付 け 』 と し て 非 課 税 と な り ま す 。  

 

◆ 『 時 間 制 限 駐 車 区 間 』 の 駐 車 を 認 め る も の  

 パ ー キ ン グ ・ チ ケ ッ ト の 発 給 設 備 は 、 い ず れ も 道 交 法 の 『 時 間 制 限 駐 車 区 間 』 に あ り ま す 。

こ の 区 域 で は 、 道 路 標 識 や 案 内 板 に 表 示 し て い る 時 間 帯 に 限 り 、 60 分 以 内 に 駐 車 を す る こ と

が で き ま す 。指 定 さ れ た 駐 車 枠 内 に 用 法 を 守 っ て 駐 車 し て い な い 場 合 に は 、駐 車 違 反 と な り ま

す 。そ の 場 所 で の 手 数 料 で す か ら 、『 道 路 使 用 許 可 の 支 払 』と い う 性 格 が 強 い と い う こ と な ん

で し ょ う ね 。  

 

 

 ☆  シ フ ト 制 で 働 く 人 の 年 次 有 給 休 暇 日 数 の 決 め 方   

 

◆  週 に 2 日 ～ 4 日 シ フ ト で 働 く 人 の 年 休 日 数  

 シ フ ト 制 で 働 く 人 は 週 に よ り 働 く 日 数 が 違 う 場 合 、所 定 労 働 日 数 が 決 ま っ て い な い と き が あ

り ま す 。  

 そ れ ゆ え 労 働 条 件 通 知 書 に は『 シ フ ト 表 に よ る 』等 で 記 載 さ れ ま す 。実 際 は 確 定 し た シ フ ト

表 に 従 っ て 勤 務 し て い ま す 。こ の シ フ ト 表 は 1 週 間 単 位 、1 ヶ 月 単 位 等 そ の 期 間 に 入 る 前 に 確

定 し て い ま す 。こ の 事 前 に 確 定 し た シ フ ト 上 の 労 働 日 数 が 所 定 労 働 日 数 で す 。労 働 基 準 法 の 年

次 有 給 休 暇 付 与 日 数 表 に は『 週 の 所 定 労 働 日 数 』の 他 に『 1 年 間 の 所 定 労 働 日 数 』の 欄 が あ り 、

確 定 し た シ フ ト 上 の 労 働 日 数 を 1 年 分（ 初 回 の 付 与 日 数 は 6 ヶ 月 分 ）集 計 し て 勤 続 期 間 に 応 じ

た 付 与 日 数 が 確 定 し ま す 。  

 

◆  シ フ ト を 組 む に あ た っ て  

 シ フ ト を 組 む と き は 従 業 員 の 勤 務 希 望 日 や 休 日 の 希 望 と 、こ の 時 点 で シ フ ト に 空 き が 出 れ ば

他 の 従 業 員 で 埋 め る 必 要 が 生 じ ま す 。反 対 に 勤 務 希 望 日 が 重 な っ て 人 手 が 余 る と い う よ う な こ

と が あ っ た ら 、 店 長 な ど か ら 従 業 員 に 年 次 有 給 休 暇 の 取 得 を 打 診 し て み る の は ど う で し ょ う

か 。年 次 有 給 休 暇 を 付 与 し た と し て も シ フ ト で な か な か 取 得 で き な い 状 況 で あ れ ば 事 前 に 年 休

取 得 日 が 決 ま り 、 取 得 義 務 日 数 の 消 化 も 進 み ま す 。  

 

◆  年 次 有 給 休 暇 管 理 簿 の 整 備  

 パ ー ト 従 業 員 に 年 次 有 給 休 暇 を 取 得 さ せ る 場 合 、取 得 に 積 極 的 な 人 、消 極 的 な 人 が い て 公 平

に 年 休 を 取 ら せ る の は な か な か 難 し い で し ょ う 。 取 得 状 況 を 把 握 し て お く た め 2019 年 4 月 か

ら は 年 休 管 理 簿 を 作 成 し 3 年 間 保 存 す る こ と が 義 務 付 け ら れ ま し た 。  

 年 次 有 給 休 暇 を 与 え た と き 、使 用 し た と き に 取 得 日 、日 数 、基 準 日 を 記 載 し て お か な け れ ば

な り ま せ ん 。  

 

◆  年 休 の 時 季 指 定 義 務 と 計 画 的 付 与 の 違 い  

 年 休 の 取 得 に は『 年 5 日 の 取 得 義 務 」と『 5 日 を 超 え る 分 の 計 画 的 付 与 」が あ り ま す 。『 時

季 指 定 義 務 」 と は 年 10 日 以 上 の 年 休 付 与 者 に 年 5 日 に つ い て は 使 用 者 が 時 期 指 定 を し て 取 得

さ せ る 制 度 で 、 自 主 的 に 5 日 以 上 取 得 し て い れ ば 時 期 指 定 は 必 要 あ り ま せ ん 。 『 計 画 的 付 与 』

と は 年 5 日 を 超 え た 日 数 分 に つ い て 就 業 規 則 へ の 記 載 と 労 使 協 定 締 結 に よ り あ ら か じ め 計 画

的 に 年 休 消 化 を す る 制 度 で 、義 務 で は あ り ま せ ん が 計 画 的 付 与 で 取 得 し た 日 数 は 時 期 指 定 し た

日 数 と し て 消 化 で き ま す 。  


